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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第４３号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □平成２５年北方建築総合研究所調査研究発表会を開催します 

 

■トピックス「適確な構造審査のために（構造審査技術の維持向上）」 

 

■研究紹介 「構造計算適合性判定センターにおける調査研究」 

 

■最近の研究所の動き 

 □２０１３木製サッシフォーラムを開催しました 

 □くしろ安心住まいフェアに参加しました 

 □第２８回建築・まち・環境フォーラムで講演しました 

 □２月の業務報告 

 □構造計算適合性判定センターから 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   イベントのお知らせ 
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□【平成２５年北方建築総合研究所調査研究発表会を開催します】 

 

 平成２４年度に終了した研究課題の調査研究発表会を開催します。開催日及 

び場所は以下のとおりです。 

 開催プログラム等詳細については、決まり次第、ホームページ等でお知らせ 

致します。 

 皆様の参加をお待ちしております。 

 

 開催日  平成２５年５月１６日（木） 

 場 所  旭川市大雪クリスタルホール 

      （旭川市神楽３条７丁目）  

   

 

（企画課 神田） 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 トピックス「適確な構造審査のために（構造審査技術の維持向上）」 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

 平成１７年１１月の構造計算書偽装事件を契機に建築確認審査が厳格化され 

、平成１９年６月から「構造計算適合性判定制度」が導入されました（この施 

行前の平成１８年度は北海道が独自に構造計算書の再計算チェックを行うこと 

とし、当研究所が担当していたことはあまり知られていないかもしれません） 

 以降６年が経とうとしていますが、本年２月末時点で２４８１件、３２６９ 

棟の判定依頼を受けました。様々な材料や構工法、設計思想で持ち込まれる構 

造設計に対し、常に適切な判断ができるか自問しなければなりませんが、設計 

者の意図を十分把握し計算過程が明確な図書上の表現となるよう議論を展開す 

るために、次のような活動を通じ常に審査技術の維持向上に努めています。 

 

◆他機関における長期研修や情報交流 

 平成２３、２４年度は、（一財）日本建築総合試験所において１ヶ月間の技 

術研修を行いました。他機関の審査手法や視点は大変参考になりますが、特に 

ここでは性能評価業務を実施しており、超高層建築物等の評価過程や審査の視 

点を学ぶことができました。 

 また本年度は（一財）福岡県建築住宅センターと審査技術や手続き等に関す 

る情報交換を行いました。ここは、判定員数と判定件数の構成比が当センター 

と比較的似ており、今後も情報交流を継続していく予定です。 

◆外部判定員との情報交流 

 判定依頼の集中期には、外部の構造計算適合性判定員に判定の支援を依頼し 

ますが、審査方針の違いやばらつきが生じないよう、「判定員連絡会議」を開 

催して情報交流等を行っています。これは、今後も定期的に開催する予定です。 



 適切な構造審査は、建築主事等の確認担当者にも求められます。当センター 

では、建築確認全体としての審査技術向上を目ざし、建築確認担当者に対する 

研修等を実施しています。 

◆当センターでの技術研修 

 北海道本庁・振興局の審査担当者を対象に、構造計算プログラムの操作や模 

擬審査による研修を実施しています。本年度は１６名の参加があり、今後も継 

続して行う予定です。 

◆振興局等での構造研修会 

 当センターから振興局等に出向き、道や市の建築主事および審査担当者を対 

象に審査の視点等について構造研修を行い、最近の状況や地域ごとの課題に関 

する意見交換を行っています。平成２０年度から毎年実施しています。 

 

 この他、法令基規準の最新情報はもちろん、新しい材料や構工法等の審査に 

必要な情報収集を行い、また構造計算プログラムや建築学会規準等の講習会に 

も参加し、適確な審査と判定の円滑化に努めています。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 
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 研究紹介「構造計算適合性判定センターにおける調査研究」 
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 当センターの「構造計算適合性判定」は、建築確認審査の一環として行われ 

るものですが、建築確認全体での迅速適確な審査を進め、道内建築物の安全な 

設計に資するために「建築確認業務における構造審査等の円滑化のための調査 

」を実施し、次のような情報収集・分析、情報提供を行っています。 

 

(1) 構造審査・構造設計の参考となる情報提供 

 構造計算適合性判定における審査を通じて、モデル化や構造計算プログラム 

の設定例、質疑事項等を整理分析し、審査や設計上、また一貫構造計算プログ 

ラムの利用上問題となりやすい事例について参考となる情報としてまとめます 

。今回は、架構内方立て壁等のモデル化や剛性評価について計算プログラムや 

ＦＥＭを用いて整理します。また、設計に対する質疑事項とその傾向等を整理 

分析します。これらは、構造審査者や構造設計者の方々の参考になるようホー 

ムページ等を通じて情報提供します。 

 

(2) 建築確認の審査者との情報共有 

 毎年振興局等で構造研修会を開催し、調査研究で得られた情報を用いて、構 

造審査の観点や最近の問題、計算出力の要点、関係法令規準等に関する研修を 

行っています。建築主事や審査担当者と審査上の情報を共有することにより、 

建築確認における構造審査の円滑化が図られると期待しています。同時に審査 

上の問題や疑問についての意見交換を実施しています。ここで集約した意見や 



審査上の疑問は、さらに整理分析してまた情報発信されます。また、今年度か 

らは、北海道本庁・振興局の審査担当者を対象に、構造審査技術研修も実施し 

ています。 

 

 当センターが実施する調査研究は、判定の審査業務と一体となって進められ 

ます。構造審査を担当する方々とともに審査技術の維持向上をめざし、厳正適 

確で一貫性のある審査を迅速に進めるよう努めています。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 
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   最近の研究所の動き 
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■【２０１３木製サッシフォーラムを開催しました】 

 

 ２月８日（金）に「２０１３木製サッシフォーラム サッシを考える」を旭 

川市大雪クリスタルホールで道総研林産試験場、北海道窓協会との共済で開催 

しました。 

 第１部の講演では、「サッシの役割」「サッシの海外事情」「木製サッシの 

塗装」「サッシを長く使うために」と４本の講演を行いました。 

 第２部では、第１部で講演いただいた講師の方と参加者の意見交換会を行い 

ました。 

 １０２名の方にご来場頂き、第２部でも積極的な意見交換が実施出来、木製 

サッシに対する興味と高い期待を感じることが出来ました。 

 今後も当所が有する研究成果や知見を積極的に情報発信を行っていきたいと 

思います。 

 

（企画課 神田） 

 

■【くしろ安心住まいフェアに参加しました】 

 

 ２月１６日（土）、釧路市こども遊学館で開催された「くしろ安心住まいフ 

ェア」（釧路総合振興局主催）に参加しました。 

 北総研は主に防災関係のコーナーを担当し、室内避難体験では、夜間の大地 

震を想定した避難ということで、停電した中で服を着て、室内の散乱物を避け 

ながら、玄関で靴を履き、外に出るまでを模擬体験してもらいました。実際に 

は、アイマスクを着用し、上着を手探りで着て、ペットボトルを避けながら四 

つん這いになり出口まで行くというもので、視界を遮られての行動に、子ども 

達は特に不安を感じている様子でした。 

 また、建物の構造が分かるペーパークラフト教材を使用し、地震に弱い建物 

の特徴や筋交いの効果について、楽しみながら学んで頂きました。 



  

（企画課 細谷） 

 

■【第２８回建築・まち・環境フォーラムで講演しました】 

 

 ２月２１日（木）、宮城県建築住宅センター主催の「第２８回建築・まち・ 

環境フォーラム」において「奥尻島津波災害からの復興」と題して、性能評価 

課長の南が講演を行い、災害復興計画、住宅復興に関する意見交換会が行われ 

ました。 

 建築設計者、住宅メーカー、行政、都市計画コンサルタントなど約５０名の 

参加者がありました。 

            

（性能評価課 南） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【２月の業務報告】 

 

平成２５年２月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験   ５件（累計１８６件） 

設備使用    ３件（累計 ３２件） 

性能評価    １件（累計  ７件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数     ３件（累計 ５７件） 

人数    ２６名（累計６００名） 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数    １４件（累計１１６件） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】 

 

□２月の判定業務 

受付   ４２件（５５棟） 

結果通知 ２０件（２４棟） 

 

２月の判定依頼は、倉庫等１０件、共同住宅９件、工場等６件の他、事務所、 

学校等でした。 



 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は３９．９日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１１．２日でした。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 

  

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

【編集後記】 

 ３月に入り、旭川では日毎に雪融けが進み春の気配を感じるようになってき 

ました。この時期、研究報告のとりまとめ、研究予算の完了実績、外部委員会 

への出席、研究課題評価や会議・研修会開催等、年度末のとりまとめ業務に職 

員が奔走しています。同時に新年度の準備も始めています。今号では４月以降 

の行事についてもご案内しており、予定が決まりましたら順次このメルマガで 

ご案内致します。 

 今後ともメルマガを通じて北総研の情報を積極的に発信していきたいと思い 

ますので、皆様方からも情報やご意見などありましたら是非お寄せください。 

   

(企画課 細谷） 
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   管理者からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 



 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


